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磯部佳宏君の思い出 
            森野 崇  
磯部佳宏君（いつも「磯部君」と呼んでいたので、ここでもそうしたい）が、
静岡大学での日本語学会の折に急逝してから、既に数か月が過ぎた。日常的に
顔をあわせる付きあいでなかったためか、かえって、今でも勤務先の山口大学
で授業をこなしているのではないかと思ってしまう。 
 磯部君は早稲田大学政治経済学部の卒業だが、もともと日本語の文法に関心
があったそうで、4 年生の時に辻村敏樹先生ご担当の第二文学部の「日本文法」
を聴講する。その時、自分が本当に取り組みたい学問は国語学なのだと強く認
識したという。郷里にある山口大学大学院修士課程を経て 1987 年に早稲田の大
学院博士後期課程に入学、辻村先生のご指導を仰ぐこととなる。博士後期課程 2
年だった私が磯部君と初めて会ったのも、辻村先生の研究室だった。当時、博
士課程では辻村先生の許で『とはずがたり』の索引作りを進めており、私たち
も本文を読み返しては単語カードの検討を行った。山口県出身で、一度山口に
戻ってから博士課程に入り直した経緯も印象深かったからか、辻村先生は時々、
磯部君のことを「山口君」とおっしゃったが、磯部君は少しも表情を変えずに、
ニコニコしながら先生のお話に耳を傾けていた。私の記憶では、彼はいつも落
ち着いていたが、一度院生同士の食事の折、岡山県出身の友人から挑まれた「岡
山県 VS 山口県」論争で、微笑みつつもちょっとだけテンションを上げながら、
山口県のよさを力説していたことがあった。その様子が何ともおかしかった。 
 1990 年、磯部君は郷里の梅光女学院大学短期大学部専任講師に着任、1998
年には修士課程を学んだ山口大学に籍を移す。彼の帰郷後は会う機会も減った
が、研究への熱意は、次々と発表される論文から知ることができた。彼の研究
の大きなテーマは、日本語の疑問表現の歴史である。『源氏物語』『今昔物語
集』『覚一本平家物語』等、平安時代から鎌倉時代にかけての言語資料を駆使
して、疑問詞を用いる「要説明」疑問表現と、疑問詞を用いない「要判定」疑
問表現の諸形式を整理し、分布状況や用法の変遷を丹念に押さえていく。実直
な人柄のにじみ出た、着実な研究である。健在であれば、これらの成果はいず
れ、一つの研究書の形にまとめあげられたであろう。 
 日本語学会の大会の前日や翌日、開催校の土地の名所旧跡などを歩いていて、
デパートの袋のような大きな紙袋を持った、ワイシャツ姿の磯部君と遭遇し、
話し込むことがあった。お互いに忙しさの増す年齢になってからは、そんなこ
とも減ってきていたが、もうこれからは「あれ、磯部君」「ああ、久しぶり」
といったやりとりが叶わないのは、どうにも寂しい。 
─もりの たかき 二松学舎大学教授─ 
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